
華
北
交
通
別
府
温
泉
療
養
所
と

　
　
　
　
　
別
府
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
別
府
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
国
史
纂
集
」
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
重
野
　
勝
　
人

　
満
鉄
と
華
北
交
通
の
誕
生

　
明
治
三
十
七
年
（
一
丸
〇
四
）
二
月
に
始
ま
っ
た
日
露
戦
争
で
勝
利

を
得
た
日
本
は
、
帝
政
ロ
シ
ア
の
東
浦
鉄
道
を
接
収
し
て
三
十
九
年
十

一
月
に
「
南
満
州
鉄
道
会
社
」
を
設
立
し
た
。

　
　
「
満
鉄
」
は
そ
の
後
、
満
州
に
お
け
る
日
本
の
国
策
機
関
と
し
て
、

鞍
山
製
鉄
所
設
立
の
投
資
活
動
等
も
行
い
、
全
産
業
分
野
の
活
動
拠
点

と
な
っ
た
。
自
ら
も
諸
種
多
数
の
関
連
会
社
を
経
営
し
て
行
き
、
昭
和

十
二
年
に
は
全
額
出
資
の
会
桂
一
五
、
関
連
会
社
は
七
五
を
数
え
る
ま

で
に
巨
大
化
し
た
。

　
同
十
二
年
の
日
中
戦
争
の
勃
発
後
、
満
鉄
は
、
日
本
車
の
指
令
に
よ
っ

て
占
頷
下
の
華
北
諸
鉄
道
の
損
壊
復
旧
に
当
た
っ
た
が
、
占
領
地
域
拡

大
に
と
も
な
い
、
こ
れ
に
対
応
す
る
組
織
の
改
編
が
急
務
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
昭
和
十
四
年
四
月
、
満
鉄
ほ
か
二
社
が
出
資
す
る
日
華
合
弁
の

中
国
特
殊
法
人
「
華
北
交
通
株
式
会
社
」
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
従
業
員
十
五
万
人
、
内
日
本
人
四
万
二
〇
〇
〇
人
の
大
会
社
で
あ
っ

た
。

　
華
北
交
通
別
府
療
養
所
の
設
立

　
同
社
は
昭
和
十
五
年
四
月
、
伝
染
病
・
風
土
病
の
予
防
と
一
般
衛
生

指
導
に
当
た
る
た
め
、
北
京
郊
外
に
保
健
科
学
研
究
所
を
開
設
し
た
が
、

鉄
道
事
業
の
特
性
や
治
安
の
関
係
か
ら
従
業
員
に
外
傷
者
が
少
な
く
な

か
っ
た
。
こ
の
た
め
患
者
の
リ
ハ
ビ
リ
に
最
適
な
温
泉
治
療
を
必
要
と

す
る
者
は
ヽ
満
鉄
が
設
置
し
て
い
た
満
鉄
別
府
療
養
所
（
鶴
見
園
）
に
　
　
一

療
養
を
委
託
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
患
者
の
増
大
に
つ
れ
て
、
会
社
直
轄
の
療
善
所
を
設
置
す

る
必
要
に
迫
ら
れ
、
別
府
石
垣
村
に
満
鉄
が
所
有
す
る
温
泉
付
き
の
上

地
一
万
坪
を
譲
り
受
け
、
昭
和
十
六
年
、
保
養
施
設
の
建
設
に
取
り
掛

か
っ
た
。
翌
十
七
年
、
五
〇
人
収
容
の
「
華
北
交
通
別
府
温
泉
療
養
所
」

が
完
成
、
初
代
所
長
に
は
張
家
口
鉄
路
医
院
事
務
長
の
山
田
民
蔵
が
就

任
し
た
。

　
昭
和
二
十
年
の
終
戦
に
よ
っ
て
、
満
鉄
・
華
北
交
通
と
も
に
中
国
側

に
接
収
さ
れ
た
が
、
別
府
に
残
さ
れ
た
「
別
府
温
泉
療
養
所
」
は
、
こ

の
後
、
別
府
大
学
の
歴
史
に
密
接
な
か
か
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
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私
立
豊
州
女
学
校
か
ら
別
府
女
子
専
門
学
校
設
立
ま
で

　
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
四
月
、
大
分
市
に
私
立
豊
州
女
学
校

が
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
が
別
府
大
学
の
起
源
で
あ
る
。
学
校
は
こ
の
後
、

校
名
を
昭
和
実
践
女
学
校
な
ど
と
変
え
、
さ
ら
に
昭
和
十
七
年
に
財
団

法
人
豊
州
高
等
女
学
校
と
改
め
、
昭
和
二
十
年
八
月
の
終
戦
を
迎
え
る
。

　
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
、
日
本
国
憲
法
が
制
定
さ
れ
、
二
十
二
年
三

月
に
は
教
育
基
本
法
・
学
校
教
育
法
が
公
布
さ
れ
、
新
た
な
教
育
の
時

代
が
開
幕
し
た
。

　
こ
れ
よ
り
先
、
豊
州
高
等
女
学
校
に
は
、
「
専
門
部
」
が
設
立
さ
れ

て
い
た
が
、
同
校
理
事
長
の
佐
藤
義
詮
は
、
こ
の
専
門
部
を
独
立
し
た

学
校
に
す
る
夢
を
抱
い
て
い
た
。
終
戦
後
、
彼
は
直
ち
に
行
動
を
起
こ

し
、
新
校
地
を
別
府
の
地
に
求
め
て
鶴
見
園
の
施
設
を
借
用
し
、
「
別

府
女
学
院
」
（
「
別
府
女
子
専
門
学
校
し
を
校
名
と
す
る
学
塾
を
創
立

し
念
願
の
夢
を
か
な
え
た
。
時
に
昭
和
二
十
一
年
五
月
一
日
の
こ
と
で
、

国
文
・
英
文
・
経
済
の
三
学
科
か
ら
な
る
別
府
初
の
高
等
専
門
教
育
機

関
の
誕
生
で
あ
っ
た
。

　
学
舎
設
立
と
華
北
交
通
別
府
温
泉
療
養
所

　
と
こ
ろ
が
開
学
早
々
の
二
週
間
目
、
校
地
・
校
舎
で
あ
っ
た
鶴
見
園

が
、
戦
時
財
産
と
し
て
進
駐
軍
に
接
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
代
替
校

舎
に
旧
「
満
鉄
別
府
療
養
所
」
が
当
て
ら
れ
た
。

　
終
戦
後
、
日
本
は
、
連
合
国
軍
の
占
頷
下
に
置
か
れ
、
全
国
各
地
に

は
軍
政
部
が
設
け
ら
れ
主
に
米
軍
が
配
備
さ
れ
た
。
別
府
に
は
そ
の
宿

営
施
設
（
兵
営
）
で
あ
る
キ
ャ
ン
プ
そ
の
他
の
施
設
が
設
置
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
こ
の
た
め
先
の
鶴
見
園
の
よ
う
に
、
市
内
の
上
地
・
施
設

が
接
収
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
代
替
校
舎
「
満
鉄
保
養
所
」
に
移
っ
た
の
も
つ
か
の
間
、
こ
こ
も
再

び
接
収
の
憂
き
目
に
あ
い
、
最
終
的
に
移
転
先
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
、

現
別
府
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
、
別
府
市
大
字
北
石
垣
円
通
寺
八

十
二
番
地
、
旧
「
華
北
交
通
別
府
温
泉
療
養
所
」
で
あ
っ
た
。
当
時
の

様
子
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
手
記
か
お
る
。

　
　
　
開
校
当
時
の
別
府
女
専
は
、
進
駐
軍
の
隊
長
の
好
意
で
、
（
中

　
　
略
）
華
北
淡
通
の
療
善
所
の
建
物
を
譲
り
受
け
た
が
、
室
に
は
ま

　
　
だ
病
人
が
居
て
、
実
際
に
使
用
で
き
る
部
屋
は
小
さ
な
八
畳
の
部

　
　
屋
が
唯
一
と
い
う
、
新
入
生
は
二
百
人
近
く
、
ま
る
で
問
題
に
な

　
　
ら
な
か
っ
た
。
幸
い
な
こ
と
に
校
門
か
ら
玄
関
ま
で
を
埋
め
る
森

　
　
は
、
深
く
美
し
か
っ
た
。
そ
の
森
の
中
で
夏
の
日
影
を
さ
け
て
何

　
　
度
講
義
を
し
た
こ
と
か
。
（
『
佐
藤
学
園
の
八
十
年
』
）

　
昭
和
二
十
二
年
三
月
、
専
門
学
校
令
に
よ
り
、
学
校
は
正
式
に
「
別

府
女
子
専
門
学
校
」
と
な
り
、
翌
二
十
三
年
の
学
制
改
革
に
よ
っ
て
、
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法
人
母
体
の
豊
州
高
等
女
学
校
も
大
分
女
子
高
等
学
校
に
編
成
変
え
し
　
　
学
の
「
別
府
大
学
」
が

た

　○

　
別
府
大
学
・
短
大
・
付
属
高
校
の
誕
生

　
昭
和
一
一
十
丑
年
は
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
っ
た
。
久
子
専
門
学

校
は
、
英
文
科
・
国
文
科
か
ら
な
る
「
別
府
女
子
大
学
」
に
昇
格
し
、

大
分
女
子
筒
等
女
字
校
は
、
別
府
市
北
石
垣
に
移
転
し
て
男
女
共
手
の

付
属
高
校
「
自
由
ケ
丘
高
等
学
校
」
と
し
て
再
出
発
し
矢
。

　
付
属
高
等
の
移
転
に
と
も
な
い
職
員
室
・
教
室
な
ど
の
設
備
増
設
が

必
要
に
な
っ
た
が
、
女
子
大
施
設
の
整
備
も
急
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

た
め
、
各
地
の
学
校
校
舎
な
ど
の
廃
材
を
入
手
し
て
拡
充
が
は
か
ら
れ

た
。
大
学
で
は
一
部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
校
舎
が
建
ち
始
め
た
が
、

し
ば
ら
く
は
保
養
所
の
施
設
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
日
々
が
続
い
た
。

鉄
筋
の
校
舎
は
別
に
し
て
、
木
造
校
舎
は
木
暮
の
瓦
屋
根
で
は
あ
っ
た

が
、
三
十
年
代
始
め
こ
ろ
に
は
雨
漏
り
も
ひ
ど
く
な
り
、
雨
の
日
の
教

室
廊
下
は
傘
が
必
要
な
程
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
廊
下
の
痛
み
も
は

げ
し
く
、
新
任
の
女
性
教
員
が
腫
を
床
に
踏
み
込
ん
で
ひ
っ
く
り
返
る

な
ど
笑
え
な
い
騒
動
も
珍
し
く
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
な
経
緯
の
中
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
、
時
代
の

趨
勢
を
受
け
、
「
別
府
女
子
大
学
」
は
発
展
的
に
解
消
し
て
、
男
女
共

誕
生
す
る
。
同
時
に
西

村
・
生
活
村
か
ら
な
る

「
別
府
大
学
短
期
大
学
部
」

も
誕
生
し
て
、
今
日
へ

と
連
な
る
別
府
大
学
の

新
た
な
歴
史
へ
の
歩
み

が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
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